
工
場
や
家
庭
内
の
各
所
へ
電
気
を
供
給

す
る
分
電
盤
や
配
電
盤
に
は
高
い

品
質
・
安
全
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。今
回
は

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
や
盤
製
品
の
品
質
で
定
評
の

あ
る
内
外
電
機
株
式
会
社
様
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

京
都
、奈
良
に
も
程
近
い
、大
阪
府
四
條
畷

（
し
じ
ょ
う
な
わ
て
）市
に
あ
る
京
阪
奈
工

場
で
岡
本
章
宏 

商
品
開
発
部
部
長
、奥
岡
達

也 

商
品
開
発
部
商
品
開
発
二
課
課
長
、石
河

守
貴 

技
術
部
企
画
課
課
長
代
理
の
3
氏
に

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
文
中
で
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

内外電機株式会社 概要

本社所在地	：	 大阪府大阪市中央区本町４丁目６－１７
創	 業	：	 大正 9 年 6 月
創	 立	：	 昭和 28 年 4 月
代表取締役社長	：	丹羽　一郎
従		業		員		数	：	 799 名（2018 年 3 月現在）
事		業		内		容	：	 電気機械器具製造販売業・キュービクル式	
	 	 	 受電設備、分電盤、監視盤、制御盤、	ビル
	 	 	 管理集中監視システム、情報通信関連製
	 	 	 品、各種キャビネット等の製造販売
H	 P	 ：	 http://www.naigai-e.co.jp/
沿	 革	：
1920年 故丹羽長三が丹羽金属製作所を創設
 各種開閉器、断路器等電気器具の製作販売に従事
1949年 内外電機製作所に商号を改称
1953年 株式会社内外電機製作所に改組、 故丹羽史朗代表取締役

に就任
1956年 配電函の型式承認取得し製造を開始
1971年 盤用キャビネット「Ｍボックス」を発売
1976年 山梨県玉穂村に甲府工場建設
 東大阪市高井田本通に本社ビル新築移転
1986年 岡山県津山市に津山工場建設
1991年 大阪府四條畷市に京阪奈工場建設
1993年 内外電機株式会社に改組、 丹羽一郎代表取締役に就任
1999年 山梨県南アルプス市に山梨工場新築移転
2008年 電灯回路から動力回路までをラインナップしたプラグイン

分電盤の開発 ・ 販売
2009年 オール電化対応住宅用ミニTOPホーム分電盤を開発 ・ 販売
 電気自動車用充電「エレナージ」シリーズを開発 ・ 販売
2016年 本社を大阪市中央区に移転

ヒットブランド
の源泉

Vol.15メーカーリレー訪問

内外電機株式会社
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編
集
部　
ま
ず
は
、
皆
様
の
簡
単
な

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
お
伺
い
し
ま

す
。

岡
本　
１
９
８
６
年
に
入
社
し
て
か

ら
ほ
ぼ
設
計
畑
で
、
主
に
シ
ス
テ

ム
系
の
設
計
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
5
年
程
前
か
ら
は
商
品
開
発

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

奥
岡　
私
は
２
０
０
２
年
に
入
社
後
、

分
電
盤
、
制
御
盤
、
デ
バ
イ
ス
関

係
の
商
品
開
発
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

石
河　
１
９
９
６
年
に
入
社
後
、
特

注
の
板
金
の
設
計
、
商
品
開
発
、

営
業
部
門
で
の
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ

ニ
ア
、
商
品
企
画
な
ど
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

社
名
の
由
来

編
集
部　
創
業
が
１
９
２
０
年
と
い

う
こ
と
は
後
２
年
で
１
０
０
周
年

で
す
ね
。
49
年
に
内
外
電
機
製

作
所
、
93
年
に
内
外
電
機
株
式
会

社
へ
と
社
名
変
更
し
て
い
ま
す
が
、

社
名
の
由
来
は
？

岡
本　
創
業
家
の
丹
羽
家
の
家
訓

「
内
平
外
成
」
が
由
来
で
、
同
時

に
将
来
、
国
の
内
外
に
羽
ば
た
こ

う
と
の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
内
平
外
成
（
内
平
か
に
外

成
る
）
」
自
体
は
中
国
の
歴
史
書

『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
あ
る
言
葉

で
、
日
本
の
元
号
『
平
成
』
の
由

来
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

編
集
部　

深
い
意
味
が
あ
る
ん

で
す
ね
。
ロ
ゴ
の
下
に
あ
る

「
E
n
e
r
g
e
r
i
n
g
」
は
。

岡
本
「
E
n
e
r
g
y  

M
a
n
a

g
e
m
e
n
t  

E
n
g
i
n
e

e
r
i
n
g
」
か
ら
の
造
語
で
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
制
御
す
る
技

ヒットブランド
の源泉 Vol.15

左・奥岡達也 商品開発部商品開発二課課長、中央・岡本章宏 商品開発部部長、右・石河守貴 技術部企画課課長代理

多
様
な
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

技
術
志
向
の
製
品
開
発
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術
を
培
い
、
よ
り
良
い
製
品
を
提

供
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
す
。

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
製
品
開
発

編
集
部　
技
術
志
向
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
内
外
電
機
様
の
も
の
づ
く

り
の
強
み
は
ど
ん
な
と
こ
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

岡
本　
長
年
の
経
験
に
よ
っ
て
蓄
積

さ
れ
た
膨
大
な
設
計
ノ
ウ
ハ
ウ
が

あ
る
こ
と
で
す
。
建
物
の
規
模

や
使
用
目
的
に
合
わ
せ
て
設
計
段

階
か
ら
最
適
な
シ
ス
テ
ム
を
提
供
、

建
物
の
機
能
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

合
理
化
、
低
コ
ス
ト
化
で
き
る
プ

ラ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

編
集
部　
商
品
展
開
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

岡
本　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
品
か
ら
カ
ス

タ
ム
品
ま
で
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
商
品
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
性
、
機
能
性
に
富
ん
だ
、

カ
タ
ロ
グ
販
売
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

品
、
様
々
な
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
2

万
点
以
上
の
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ

せ
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る

イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
品
、
特
殊
な

仕
様
に
お
応
え
し
、
安
全
か
つ
安

定
し
た
電
力
供
給
を
実
現
す
る
カ

ス
タ
ム
品
が
あ
り
ま
す
。
当
社
で

は
、
特
に
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
品

を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

編
集
部　
具
体
的
に
は
ど
ん
な
ブ
ラ

ン
ド
展
開
を
さ
れ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
。

岡
本　
多
目
的
ニ
ー
ズ
に
即
応
す
る

商
品
群
で
お
応
え
す
る
「
マ
イ

テ
ィ
ボ
ッ
ク
ス
」
、
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
技
術
志
向

の
盤
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
盤
」
（
テ
ク
ノ
ロ

ジ
カ
リ
ー
・
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
・

パ
ネ
ル
）
、
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
で
お
応
え

す
る
「
Ｅ
Ｏ
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
」

（
経
済
タ
イ
プ
・
汎
用
タ
イ
プ
）

な
ど
が
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
ブ
ラ
ン

ド
で
す
。

リ
ニュ
ー
ア
ル
案
件
に

最
適
の
2
商
品

編
集
部　
今
回
ご
紹
介
い
た
だ
く

ヒ
ッ
ト
ブ
ラ
ン
ド
（
商
品
）
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

岡
本　
「
ト
レ
ー
ボ
ー
ド
」
と
「
内

器
交
換
キ
ッ
ト
」
、
後
ほ
ど
イ
チ

推
し
商
品
と
し
て
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
、
「
ア
ジ
ャ
ス
ト
ダ
ク

ト
」
の
３
商
品
に
な
り
ま
す
。

編
集
部　
ど
う
い
っ
た
特
長
の
商
品

な
の
で
し
ょ
う
か
。

 

ト
レ
ー
ボ
ー
ド

奥
岡　
本
来
分
電
盤
は
、
規
格
で
も

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
形
分
電
盤
と
称
さ

れ
、
ユ
ー
ザ
ー
の
安
全
性
を
考

慮
し
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
構
造
が
一

般
的
で
す
が
、
施
工
業
者
様
の
配

線
時
に
、
上
下
左
右
四
方
の
隔
壁

が
邪
魔
に
な
っ
て
作
業
し
づ
ら
い

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
「
ト

レ
ー
ボ
ー
ド
」
は
、
発
想
を
変
え

て
配
線
作
業
時
は
オ
ー
プ
ン
な
ス

ペ
ー
ス
を
有
し
た
基
板
を
設
置
し

て
作
業
し
、
作
業
完
了
後
に
正
面

上
下
左
右
を
覆
う
ボ
デ
ー
を
取
付

け
る
と
い
っ
た
、
配
線
作
業
の
や

り
易
さ
を
究
極
に
追
求
し
た
商
品

で
す
。
新
設
・
現
場
改
修
の
際
に

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

編
集
部　
一
体
構
造
で
な
く
て
も
よ
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い
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
ど
こ
か
ら
。

石
河　
実
は
、
製
品
と
全
く
関
係
な

い
日
常
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
ア
イ

デ
ア
な
ん
で
す
（
笑
）
。
ケ
ー
キ

屋
さ
ん
で
ケ
ー
キ
を
買
う
と
、
台

紙
の
上
に
ケ
ー
キ
が
乗
っ
て
い
て
、

上
か
ら
ケ
ー
ス
が
か
ぶ
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

こ
か
ら
着
想
を
得
ま
し
た
。

 

内
器
交
換
キ
ッ
ト

奥
岡　
機
器
の
寿
命
な
ど
で
、
既
設

の
盤
を
交
換
す
る
際
、
盤
が
埋
め

込
ま
れ
て
い
る
と
、
取
替
え
に
大

変
な
労
力
を
要
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

盤
全
体
を
取
り
替
え
る
の
で
は
な

く
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
部
分
は
残
し

た
ま
ま
、
中
身
だ
け
交
換
す
れ
ば

盤
の
性
能
は
担
保
さ
れ
る
と
い
う

考
え
で
、
中
身
（
内
器
）
だ
け
を

元
の
サ
イ
ズ
と
異
な
っ
て
い
る
場

合
で
も
交
換
で
き
る
よ
う
に
し
た

金
具
の
セ
ッ
ト
で
す
。

石
河　
特
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
案
件
で

は
、
作
業
時
間
が
非
常
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

の
取
り
替
え
、
交
換
時
の
電
線
の

扱
い
な
ど
が
軽
減
さ
れ
、
作
業
時

間
の
短
縮
が
図
れ
る
当
商
品
が
最

適
で
す
。

岡
本　
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ　

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
２
０

１
８
の
製
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

「
大
阪
市
長
賞
」
を
受
賞
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
発
は
品
質
本
位
で

じ
っ
く
り
と

編
集
部　
な
る
ほ
ど
。
ど
ち
ら
も
施

工
性
に
配
慮
し
た
商
品
で
す
ね
。

開
発
に
当
っ
て
苦
労
し
た
点
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

岡
本　
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
電
気

設
備
製
品
は
商
品
の
用
途
上
、
極

め
て
高
い
品
質
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
お
客
様
に
と
っ
て
こ
の

部
分
は
あ
っ
て
当
た
り
前
の
も
の

で
あ
り
、
費
用
を
か
け
る
部
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
価
格

面
で
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
極
力
抑

え
な
が
ら
も
、
現
状
製
品
よ
り
ご

満
足
い
た
だ
け
る
製
品
と
な
る
よ

う
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
し
た
。

石
河　
「
ト
レ
ー
ボ
ー
ド
」
は
一
般

的
な
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
は
規
格
が

全
く
異
な
る
製
品
で
す
の
で
、
制

約
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
の
に
は
苦

労
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ー
ド
と

ボ
デ
ー
が
分
離
し
て
い
ま
す
の
で
、

電
気
的
導
通
を
妨
げ
ず
に
、
簡
単

に
ボ
ー
ド
と
ボ
デ
ー
を
固
定
・
分

離
で
き
る
よ
う
な
構
造
に
至
る
ま

で
が
大
変
で
し
た
。

奥
岡　
内
器
交
換
キ
ッ
ト
は
、
自
社

の
旧
製
品
、
現
状
品
、
他
社
製
品

と
の
違
い
を
見
極
め
、
幅
広
く
対

応
で
き
る
よ
う
、
仕
様
を
決
定
し

た
の
で
す
が
、
古
い
製
品
の
仕
様

を
把
握
す
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

編
集
部　
そ
れ
ら
課
題
点
を
ど
の
よ

う
に
解
決
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

岡
本　
展
示
会
な
ど
で
試
作
品
を
お

客
様
に
ご
覧
頂
き
、
意
見
を
聴
い

て
改
善
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
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地
道
に
繰
返
し
て
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
当
社
が
扱
う
製
品
は
数
年
で

寿
命
と
な
る
製
品
で
は
な
く
、
長

く
使
わ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
20

年
、
30
年
近
く
使
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
感

は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
長
く

使
わ
れ
る
こ
と
を
考
え
て
じ
っ
く

り
と
開
発
し
て
い
ま
す
。

編
集
部　
な
る
ほ
ど
、
品
質
本
位
の

開
発
姿
勢
が
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
信

頼
を
得
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

◇

編
集
部　
最
後
に
、
読
者
の
電
材
卸

店
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

岡
本　
近
年
は
地
震
や
水
害
な
ど
自

然
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
今
後

も
同
じ
傾
向
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
設
置
環
境
や
施
工
方
法
な

ど
も
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
当
社
は
、
そ
う
い
っ

た
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か

に
対
応
し
た
製
品
を
今
後
も
つ
く

り
続
け
て
参
り
ま
す
。

「
シ
ー
ズ
ア
ス
リ
ー
ト
」の
支
援

　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
選
手
雇
用
セ
ン
タ
ー

「C's Athlete

」（
シ
ー
ズ
ア
ス
リ
ー
ト
）は
、障

が
い
者
の
新
し
い
雇
用
開
発
と
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

 

　
自
ら
の
障
が
い
を
乗
り
越
え
、仕
事
と
選
手

活
動
を
両
立
さ
せ
て
い
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ

ダ
リ
ス
ト
の
方
を
中
心
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
内
外
電
機
で
は
、シ
ー
ズ
ア
ス
リ
ー
ト
の
活

動
に
感
銘
を
受
け
、法
人
会
員
の
1
社
と
し
て

多
く
の
方
々
へ
の
夢
と
希
望
を
与
え
る
活
動
の

支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
の
新
入
社
員
研
修
で
は
、車
い

す
陸
上
選
手
の
小
西
恵
子
さ
ん
に
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
選
手
雇
用
セ
ン
タ
ー
　

シ
ー
ズ
ア
ス
リ
ー
ト（C's Athlete

）

公
式
サ
イ
ト

http://athlete.ahc-net.co.jp/

ス
ポ
ー
ツ
支
援
活
動
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イチ推し
ご紹介
I C H I O S H I
！内外電機の

伸びる 縮む

基準高さ
-25㎜

±25㎜の高さ調節ができるダクトです

（例）300mm（例）325mm （例）275mm+25㎜

「アジャストダクト」

■
特
長

❶
工
具
い
ら
ず
で
自
由
に
伸
縮
　

❷
前
面
か
ら
か
ぶ
せ
て
ス
ッ
キ
リ
　

❸
シ
ン
プ
ル
構
造
で
軽
量

■
開
発
背
景

　
「
盤
製
品
は
、上
下
か
ら
電
線
を
引
き

込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
状

態
で
す
と
室
内
な
ど
で
は
美
観
を
損
ね
て

し
ま
う
た
め
、上
部
に
は
ダ
ク
ト
、下
部
に

ベ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
商
品
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
ダ
ク
ト
は
、美
観
上
取
付
け
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、盤
と
天
井
面
を
ピ
ッ
タ
リ

隙
間
無
く
覆
う
も
の
が
理
想
で
す
。し
か

し
、現
場
で
施
工
す
る
際
、事
前
に
盤
―
天

井
面
間
の
寸
法
を
測
定
し
て
も
数
㎜
程
度

ず
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、必
ず
し
も

ダ
ク
ト
と
盤
―
天
井
面
間
の
長
さ
が
ピ
ッ

タ
リ
合
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
ジ
ャ
ス
ト
ダ
ク
ト
は
、天
面
が
上
下

に
±
25
㎜
調
整
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、

調
整
ノ
ブ
で
調
整
し
て
天
井
面
に
押
さ
え

つ
け
る
構
造
で
す
の
で
、天
井
面
と
ダ
ク

ト
の
間
に
隙
間
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。こ
の

よ
う
な
状
況
に
最
適
で
す
。」（
岡
本
章
宏 

商
品
開
発
部
部
長
）

伸
縮
機
構
と
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
高
さ
2
7
5
～
6
2
5㎜
の

ス
ペ
ー
ス
を
無
段
階
に
カ
バ
ー
す
る
ダ
ク
ト
で
す
。
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「キュービクル」

　

内
外
電
機
の
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル（
高
圧

受
電
設
備
）は
、多
種
多
様
な
標
準
化

し
た
箱
体
と
標
準
部
材
の
組
合
せ
に

よ
り
、様
々
な
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
製
品
で
す
。 

長
年
の
実
績

に
よ
り
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、長

期
に
わ
た
り
安
心
し
て
お
使
い
い
た
だ

け
る
製
品
を
ご
提
供
い
た
し
ま
す
。

●
耐
震
強
化
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

　
設
計
用
標
準
震
度
2
・
0
に
対
応
し
た

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
。

⇒

実
機
に
よ
る
加
振
試
験
の
結
果
を
基
に

専
用
の
補
強
構
造
を
有
し
た
仕
様
で
す
。

●
防
振
架
台
搭
載
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

　
変
圧
器
の
振
動
伝
達
を
低
減
す
る
防
振

装
置
を
搭
載
し
た
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
。

⇒

固
有
振
動
数
約
4
Hz
の
防
振
装
置
を

用
い
る
こ
と
で
、通
常
の
防
振
ゴ
ム
に

比
べ
よ
り
優
れ
た
防
振
効
果
が
得
ら
れ
、

振
動
伝
達
に
よ
る
騒
音
を
低
減
で
き
ま

す
。	

	
	

	

●
オ
イ
ル
パ
ン
搭
載
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

　
油
入
変
圧
器
の
油
漏
れ
に
対
し
、設
備
内

へ
の
油
流
出
を
軽
減
す
る
た
め
、変
圧
器
の

下
に
オ
イ
ル
パ
ン
を
設
け
た
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
。	

	
	

	

●
ス
テ
ン
レ
ス
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

　
耐
塩
性
、耐
食
性
に
優
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
板
を
箱
体
に
採
用
し
た
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
。

⇒

塩
害
地
区
・
重
耐
塩
地
区
な
ど
の
環
境

に
お
い
て
も
箱
体
の
腐
食
が
軽
減
で
き

ま
す
。

⇒

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
の
板
厚
は
2
・
0
㎜

以
上
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

⇒

弊
社
標
準
箱
体
同
様
、設
備
容
量
に
応

じ
て
増
設
で
き
る
連
結
形
構
造
で
す
。

多種多様なニーズにお応えする
内外電機のキュービクル
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